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１. 緒　言

　1992年に札幌の大学生によって始められ

たYOSAKOIソーラン祭りは，北海道に新し

い身体活動文化をもたらした（森，1999）。

YOSAKOIソーランの踊りは，①高知よさこい

踊りに由来する鳴子を持つこと，②北海道民謡

であるソーラン節のフレーズを使うことの２

点を基本ルールとしながら，各チームが毎年

新しい曲と振り付けで参加する集団舞踊であ

る。1992年の第１回祭りは10チーム，およそ

1000人の参加で始まったが，参加者数が過去

最高であった2004年第13回祭りには，北海道

外および国外からの参加69チームを含めて333

チーム，約４万３千人の参加があり，初夏の札

幌を舞台に力強く華麗な舞を披露する北海道の

代表的なイベントとなった（森，1999；大坂，

1999）。

　この祭りの知名度が全国的に高まるにつれ

て，観光学，民俗学，文化人類学，社会心理

学など人文科学分野の視点から多くの研究が

なされてきた（吉澤，1999；YOSAKOIソーラ

ン祭り組織委員会，1999；黒瀧，2001；大坂，

2007）。著者らは，冬季に身体活動量が低下し

がちな寒冷積雪地域（森谷と本間，1998）に

おいて，YOSAKOIソーラン祭りへの参加が心

身の健康づくりとどのように関わっているかに

ついて運動生理学，健康科学の立場から報告し

てきた（侘美ほか，2000；侘美と森谷，2005，

2006；侘美，2006）。本稿は，多くの市民の関

心を引いているYOSAKOIソーラン祭りに対し

て，参加者がどのような意識で取り組んでい

るか，また参加者の生きがいづくりや健康づ

くりにどのような影響を与えているかなどの

実態把握を目的としている。本研究の成果は，

YOSAKOIソーランのチームづくり，さらには

祭りの組織・運営に役立つ情報を提供するとと

もに，ヘルスプロモーションの立場から健康管
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理や望ましい健康行動変容を促す指導力向上の

ための示唆を与えるものと期待される。

２.研究方法

2-1．調査対象者

　本研究の対象チームは，2001年YOSAKOI

ソーラン祭りに参加した道央支部に所属する３

チームであった。この３チームは同一市内に住

む子供から高齢者により構成されているいわゆ

る同一地域・多世代型チームで，江別Mチーム

86名（男15名，女71名，７～60歳），恵庭Kチー

ム48名（男８名，女40名，８～56歳），北広島

Tチーム40名（男９名，女31名，11～46歳）が

対象であった。これらの対象者のうち，調査票

の回収および記載内容に支障のなかった108名

（男19名，女89名，回収率62.1％）を集計・解

析対象者（被験者）とした。

2-2．調査方法

　調査には，YOSAKOIソーラン祭りへの参加

による生活面や健康面の意識および対応の仕方

を探るため，「YOSAKOIソーランや練習期間中

に関すること」（18項目），「普段の生活習慣や

健康に関すること」（14項目），「回答者自身の

こと」（３項目）の３節35項目からなるアンケー

ト調査票を筆者らが独自に考案し使用した（資

料）。調査票は密封可能な大型封筒に入れ，開

封のまま2001年５月下旬の各チームの練習日

に配布した。自宅での記入後に回答者自身に封

印させ，１週間後に回収した。調査票の表紙に

調査目的とプライバシー保護についての説明を

記載し，同意した場合にのみ回答，返却するよ

う口頭で説明した。調査票に一部未記入部分が

みられた場合は，すべて「不明」として処理した。

　調査データは，統合型アンケート集計・分析

ソフト「秀吉Pro2000 for Windows」（社会情報

サービス社製）により集計処理した。単純集計

および年齢区分やチーム別のクロス集計作業の

後，群間差の統計解析をMicrosoft Excel 用アド

インソフトStatcel（柳井，1998）により行った。

統計的な有意水準をP＜0.05とした。

3. 結　　果

　アンケート調査の単純集計結果を表１

（YOSAKOIソーラン関連事項）と表２（日常生

活その他の事項）に示した。

3-1．参加の動機と継続理由，楽しさについて

の認識，社会性の変化

　2001年（第10回）YOSAKOIソーラン祭りへ

の参加が初参加の者は集計対象者全体の27.8％

であり， ５回目以上の連続参加者が40.7％で

あった。参加の動機は，自発的に参加を申し出

た場合と友人からの誘いが多く，両者を合わせ

ると全体の80％を超えていた。

　YOSAKOIソーラン祭りへの参加を継続して

いる理由（複数回答）は，「楽しい」が最も多

く（88.9％），ついで「踊るのが好き」「スト

レス解消」「仲間づくり」などが多かった。被

験者全体の79.6％が「交友関係が広がった」と

感じていた。特に若者の参加率が高いTチーム

では，「仲間づくり」を継続理由にあげた割合

が60％を超えており，他の２チームと際立っ

た違いを示していた（χ2検定：df＝2，χ2＝

10.773，p＝0.004）。

　継続の最大理由（択一回答）についても，全

体として「楽しい」が最も多く（43.5％），次に「踊

りが好き」（25.9％）であった。

3-2．参加に伴うストレスや中断を考えた理由

　踊り練習への参加を「途中でやめようと思っ

たことがある」者は全体の33.3％で，年代別で

は20歳代が43.5％と最も高率であった。中断を

考えた理由を全体でみると「時間のやりくりが
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表１.　YOSAKOIソーランと健康に関する調査（YOSAKOIソーラン関連事項）　
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表２.　YOSAKOIソーランと健康に関する調査（日常生活その他の事項）　
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大変」が最も高率（該当者の52.8％）で，被験

者全体の17.6％にも及んでいた。次に「楽しく

ない」「メンバーとの人間関係」などであった。

「時間のやりくり」以外の理由を年代別に比較

すると，20歳代では「経済的理由」，30歳代で

は「人間関係」，40歳代では「楽しさや充実感

を感じない」，50歳代では「人間関係」と「健

康上の理由」が比較的高率であった（図１）。

3-3．自分の健康度についての認識と健康診断

　YOSAKOIソーラン祭り参加者が自覚してい

る自己の健康状態は，「非常に健康だ」および「健

康なほうだ」を合わせると88.0％であった（図

２）。しかし被験者全体の12％，年代別に見る

と20歳代の30.4％が「あまり健康でない」と回

答していた。しかも，健康診断を調査時点から

過去１年以内に受診していない割合は，20歳

図 1. 　参加中断意思の理由　　
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代で39.1％（23名中９名），40歳代で36.0％（25

名中９名）で，他の年代より未受診率が高かっ

た。全体としても23.1％（108名中25名）が健

康診断を受けておらず，医学的な健康状態の確

認がなされることなく参加している状況であっ

た（図３）。

3-4．普段の運動不足感と体力変化の自覚

　YOSAKOIソーラン踊りの練習がない時期に

運動不足を感じている割合は，有意ではないも

のの30歳代が最も高い傾向にあり，「かなり感

じる」が53.3％，「少し感じる」が40.0％と合

計93.3％が運動不足を自覚していた。それに対

して，50歳代は20～40歳代に比較して運動不

足を感じる割合が低い傾向にあった。

　YOSAKOIソーラン踊りの練習に参加して「体

力がついた」と認識している割合は，10歳代

と30歳代がそれぞれ74.1％，73.3％と高く，全

体では54.6％が体力向上を自覚していた。一方，

体力向上の自覚がない割合は20歳代と40歳代

に比較的高かった。

3-5．練習時より本祭りで感じる大きな負担・

ギャップ

　過去に本祭りに参加した経験のある参加者を

対象に，練習時と比較して本祭りで予想以上に

心身の負担が大きいと感じる事項について質問

（複数回答）したところ，全体として「喉の乾き」

や，朝夕と日中の「寒暖の差」を指摘する割合

が高く，いずれも約40％に及んでいた。次に「緊

張感」と「運動強度」であった。チーム間で比

較すると「演技時間の長さ」「膝下の局所的疲

労・痛み」などを多く訴えるチームもあり，演

技内容や練習のあり方を反映してチーム間に有

図 3．　健康診断の受診状況（1年以内）

図 2．　自分の健康度への認識
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意な差（χ2検定：df＝2，χ2＝7.292，p＝0.013）

が認められた。また，「本祭り時の大きな負担」

に関する自由記述回答からは，「パレード形式

５回連続演舞（コンテストを含む）」の記述が

多くみられ，他に「炎天下での待ち時間の長さ」

や「会場間の長い移動時間」などの記述もみら

れた。

3-6．体力・健康管理上の知りたい情報

　祭り参加者が，体力・健康管理に関連して

もっと知りたい情報内容を質問したところ，「疲

労回復法・マッサージ」が最も多く（全体で

56.5％），次に「準備運動やストレッチ体操の

方法」（41.7％）であった。「スタミナ維持のた

めの食事のとり方」や「体重体脂肪関連の情報」

など，知りたい情報項目の頻度率にチームによ

る有意な差（χ2検定：df＝2，χ2＝8.357，p＝

0.009）が認められた。

3-7．健康に関する留意点とYOSAKOIソーラ

ン祭りへの参加に伴う生活習慣の変化

　被験者全体の30.6％に喫煙習慣があった。特

に，30歳代（該当者15名）の喫煙率が53.3％と

高く，次に50歳代（該当者18名）の44.4％であっ

た。５項目の健康行動に関してYOSAKOIソー

ランに参加するようになってから特に留意する

ようになった割合を単純集計結果からみると，

「普段の体力づくりを気にするようになった」

は30.6％，「体重・体脂肪を気にするようになっ

た」は21.3％，「睡眠時間を気にするようになっ

た」は19.4％，「食事内容や食事量を気にする

ようになった」は13.0％，「タバコの煙や本数

を気にするようになった」のは8.3％であった。

どの項目についてもYOSAKOIソーラン祭りに

参加することが動機づけとなって生活習慣に配

慮するようになった者がいたが，特に普段の体

力づくりに心がけ始めた割合が高かった。

3-8．YOSAKOIソーラン祭りに参加したこと

による自分自身の変化

　YOSAKOIソーラン祭りへの参加によって，

自分自身がどのように変化したかについての自

由記述内容（全74回答）を分類すると，「世代

や地域を越えた人間的な交流」や「人前で物怖

じせずに話せるようになった」など，人と人と

のふれあいの広がりや社会に積極的にかかわろ

うとする姿勢の形成に影響があったとの回答が

27件あった。また，「性格が明朗で積極的にな

り，他人への気配りもするようになった」との

回答が20件，「体力がつき健康管理に関する情

報も得られた」と健康増進効果の回答が20件

あった。練習への参加については「時間的なや

りくりが大変だ」とストレスを感じる割合が高

い一方で，「生活にリズムができた」（８件），「毎

日の生活に張り合いが出来た」（10件）などの

回答もあった。他に「練習に参加する自分をサ

ポートしてくれる家族との会話が増え，子供と

共通の楽しみが増えた」，「祭り本番での解放感

と普段と違う自分の発見を楽しんでいる」など

の回答もみられた。

4.　考　　察

　本調査研究は，北海道道央圏の同一地域・多

世代型チームを対象としており，年齢構成的に

も地域的にも全てのYOSAKOI ソーラン祭り参

加チームを代表するとはいえない。しかし，い

ずれのチームも異なる年代のメンバーから構成

されており，しかも出場回数が５回以上とチー

ムの運営システムも軌道に乗っているベテラン

チームであったことから，地域に根差したイベ

ント参加型の健康増進を検討する対象としては

適当と判断した。調査対象となったいずれの

チームも研究調査の趣旨を理解し，非常に協力

的であった。
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参加の動機と継続要因

　YOSAKOIソーランの踊りを初めて観た時，

観客の多くは豪奢な衣装と派手な化粧姿，さら

にソーラン節の大音響とともに繰り広げられる

集団としてのフォーメーションの変化や，踊り

子達の躍動的な演舞に目を奪われる。もう一つ

の驚きは，息を弾ませながら演じている踊り子

一人ひとりが，とても楽しそうで充実した表情

を演舞会場のあちこちで見せてくれることであ

る。演舞を観た人々に大きな感動を与えてくれ

る踊りの輪に，いつか自分も加わってその感動

をさらに共有したいという衝動をおこすような

魅力があるように思われる。

　YOSAKOIソーラン祭りへの参加の基本は，

個人の意思で自主的・自発的に取り組むことで

ある。子供から高齢者までが参加する同一地域・

多世代型チームを対象としたアンケートによる

と，YOSAKOIソーラン祭りに参加を継続して

いる理由の上位は「楽しい」「踊りが好き」「ス

トレス解消」「仲間づくり」などであった。そ

の一方で，時間のやりくりに苦労したり，自分

の健康状態に不安を持ちながら参加している者

が多かった。しかし，参加を継続する最大理由

である「楽しさ」は，時間のやりくりの苦労や

経済的負担，あるいは人間関係の気まずさをも

覆い尽くすだけの強烈な魅力と思われる。また，

「自分達だけの作品を作り上げる」という身体

活動をともなう創造的なチャレンジ活動に，自

分自身の存在意義を感じられることも大きな満

足感を引き出す要因と思われる。一つの目標に

向かって長期に時間を共有するなかで，仲間と

の連帯感が生まれ，自己を表現・主張しながら

周囲の仲間をも認め強調しあう本来的な人間関

係が形成され，さらに大きな安心感と意欲，そ

して喜びを作り出すことにつながっているよう

である。以上の考察を踏まえると，健康的なラ

イフスタイル形成の観点から健康行動に一歩を

踏み出させるポイントは，「楽しさ」「自分らし

さ」「チャレンジ」さらに「仲間同士のふれあい」

であると推察される。

パフォーマンス向上と健康管理

　YOSAKOIソーランの踊りは，身体活動強度

が比較的高い動作を多く含むことから，心臓血

管系や骨や筋肉などの骨格系に大きな負担をか

ける特性がある（侘美と森谷，2005）。

　今回の調査結果から，健康管理上，緊急に検

討すべき課題が浮き彫りになってきた。どんな

に精神的に高揚し意気込みがあっても，人間本

来の生理的限界を乗り越えることはできない。

普段練習しているレベルをはるかに超える演技

能力を祭り本番で発揮することは困難である。

したがって，高度なテクニックを身につけるだ

けでなく，心身の健康状態を良好に維持するこ

とが晴舞台で最高のパフォーマンスを発揮し満

足感を得る要因である。

　今回の調査では，ほとんどの参加者は健康

に自信があり現在の健康状態にも満足してい

たが，全体の１割以上が健康に不安を抱えたま

ま参加していた。特に20歳代の若者に健康状

態に対する不安が多いことが分かった。また，

20歳代と40歳代では健康診断の未受診者の割

合が40％近いなど，健康の維持・管理面から

みて大きな問題点があることも判明した。自己

の健康状態に不安を持ちながら，しかも健康診

断を受けることもなく激しい練習に参加するこ

とは，特に循環器系や運動器系のトラブルに陥

る原因ともなり，新たな障害となってしまう危

険性さえ予測される。屋外で高強度運動を実施

する際の事故を未然に防ぐためにも，事前のメ

ディカルチェックの実施，あるいは定期健康診

断を受診することをYOSAKOIソーラン祭り参

加の条件とするべきである。

　比較的冷涼な気候区にある北海道では，初夏

であっても夕方から夜間にかけての気温はさほ

ど高くない。したがって夕刻から２時間程度の
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踊り練習をする際には，気温に対する特別な配

慮を必要とする場合はほとんどない。しかし，

６月上～中旬の札幌は，天候によっては日中の

最高気温が25℃を超えることも珍しくない（気

象庁，2005）。湿度が低く気温が高い気象条件

のもとで高強度運動を連続的に行うことは，無

意識のうちに発汗が進み，脱水症状や熱中症発

生の危険性が高くなる。したがって，そのよう

な環境において３～５回もの連続演舞を課すよ

うなYOSAKOIソーラン祭りパレードコンテス

トの運営・進行方法には，検討すべき課題があ

る。体力レベルの低い子供や高齢者が同じチー

ムに参加しているという実態を踏まえて，健康

管理上の十分な配慮が必要である。

　練習時に比べて本祭りで感じる大きな負担や

ギャップの内容，および体力・健康管理上の知

りたい情報について，チームによる有意な差が

認められた。本研究においては，対象３チーム

の詳細な練習スケジュールや指導内容を把握し

ていないが，事前の練習や準備，さらに健康管

理上の情報提供の内容にチームそれぞれの違い

があると推察される。連続出場を重ねている

チームあるいは初参加のチームであっても，祭

りに参加する全てのチームにとって，練習計画

に日中の陽射しの中で３～５回連続演舞をする

本番を想定した練習プログラムを設定すること

が必要であり，さらに水分補給法の指導をする

などの暑熱対策を万全にしておくことが重要で

ある。また，６月の本祭りの時期は日没後に急

に気温が低下し，15℃を下回ることがしばし

ばである。特に高齢者や子供たちに対する保温

対策についても万全を期す必要がある。　　

　YOSAKOIソーラン踊りの特性上，振り付け

の構成によっては下肢，腰部，背部，さらに肩

周囲の筋系への疲労蓄積が予測される（侘美と

森谷，2005）。体力・健康管理上の知りたい情

報の上位に「疲労回復法・マッサージ」や「準

備運動・ストレッチ体操」などがあげられたこ

とからも，痛みや違和感を伴うほどの疲労が蓄

積し，対処に困っている踊り子達の存在が推察

される。チーム個々に対応策を検討させ，独自

に解決法を探らせるやり方もあるが，医学やス

ポーツ科学の専門知識を持った指導者がチーム

専属でいるか，あるいはいつでも専門スタッフ

に相談できるような協力体制を構築することが

理想である。

健康的なライフスタイル形成

　近年，メタボリックシンドロームを中心とし

た生活習慣病対策にとどまらず，メンタルヘル

ス改善やQuality of Life（QOL）向上の一環と

して，日々の生活の中に運動習慣を積極的に組

み込もうとするいわゆる「運動の生活化」が

注目されている（Breslow & Enstrom，1980；

Paffenbarger et al.，1993；健康日本21企画検討会，

健康日本21計画策定検討会，2000；北海道保

健福祉部地域保健課編，2001）。

　練習参加による定期的・継続的な身体活動の

実施は，自覚できるほどに体力を向上させ，さ

らに普段の体力づくり，食生活や禁煙への配慮

など，健康生活を営む上で望ましい行動パター

ンへと少しずつ変化を引き起こしていた。すな

わち，祭りへの参加がきっかけで，生活の中に

運動や健康的なライフスタイルを取り入れよう

とする行動変容の傾向がみられた。参加者達は

大きな目標を持って努力しようとする意欲があ

るほど，体力・トレーニング科学やスポーツ栄

養学などの基礎知識を貪欲に吸収し，個人や

チーム全体のレベルアップを推進出来るものと

思われる。それらの知識や情報の中に，健康生

活を送るための科学的情報も含めると，より多

くの参加者に健康的なライフスタイル形成を強

化する可能性が広がる。

　YOSAKOIソーラン祭りへの参加によって自

分自身が変わったこととして，体力向上や気分

転換ができたこと，さらにチームメイトとの交
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流を通して人間関係の調和や協調をはかれるよ

うになり，また人前で自分の考えを話せるよう

になるなど，積極的に社会と関わっていく基本

的要素を身につけられたとの回答が多かった。

練習参加のために仕事や家事などの時間をやり

くりすることに苦労している様子が認められた

が，一つの目標に向かって自発的に取り組んで

いることでもあり，苦労しながらも克服する経

験を通して自分の生活を意識的にコントロール

することに慣れていくと思われる。また，様々

な職業や年齢で構成され，経験や価値観の異な

る人々が集まった集団に属することは，軽いス

トレスを感じることもあるが，集団への適応性

を身につけることにより日常生活におけるスト

レス耐性が向上し，精神的な健康度の向上にも

役立つと推察された。

　このように自己の性格や体力，さらに人間関

係が好ましい方向に変化したことを好意的にと

らえている回答が多かった。また，家族との会

話が増えて絆を深め，生活全体を自らがコント

ロールする手がかりを得た者もおり，健康的な

ライフスタイル形成とQOL向上に一歩踏み出

した様子がうかがえた。

まとめ
　YOSAKOIソーラン祭りに参加した同一地域・

多世代型チームを対象としたアンケート調査に

より，次のような結果を得た。

１．祭りへの参加動機と継続要因の検討から，

意欲的に取り組む要因として「楽しさ」「自

分らしさの発揮」「チャレンジ」さらに「仲

間同士のふれあい」などを自覚できることが

重要である。

２．定期健康診断を受診していなかったり，自

らの健康状態に不安を抱えながら参加してい

る者がいた。祭り本番では練習時以上に心身

に負担がかかり，さらに天候の影響も大きく

受けることから，健康管理とコンディション

に合わせた対応の仕方についての指導と情報

提供が必要である。

３．YOSAKOIソーラン祭りへの参加は，運動

不足解消や体力向上に貢献し，さらに運動の

生活化や健康行動への変化を促す要素を持つ

ことが確認された。同一地域・多世代型チー

ムにおいては，メンタルヘルスの改善や異世

代交流を通した社会性の獲得などによって

QOL向上にも貢献できると推察される。
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Abstract

The purpose of this study is to comprehend the consciousness of participants in YOSAKOI SORAN dance 

festival.  In addition, we researched the influences of participation in the dance festival on their quality of 

life (QOL) and health conditions. Subjects were the members of the YOSAKOI SORAN dance teams who  

lived in the same area and were composed of several generations. We used a questionnaire related to the 

YOSAKOI SORAN dance festival and their life-style.

Results are as follows.

1. The important factors of motivation to participate in YOSAKOI SORAN are the consciousness of 

"enjoyment", "demonstrate the personality", "challenge" and "friendship".

2. Some of the members didn't have a regular medical examination within a year.   Also, some of them 

participated in the dance training with an anxiety about their health conditions.  Many of the participants felt 

the difference between training and festival.  They had to work harder mentally and physically for the festival 

than during the training.  The weather conditions also influenced their performance.  It is very important that 

the team director gives timely information and the advices on health maintenance and conditioning to the 

members.

3. The dance practice improved physical fitness of the participants.  The participants began to have an 

exercise habit and healthy life-style.  In the team where members lived in the same area and were composed 

of several generations, participation in YOSAKOI SORAN dance festival heightened the QOL through the 

improvement of mental health.




